
第九のきせき2024
inドイツ実行委員会

朝日新聞社は「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」のメディアパートナーです。

公益財団法人  岩佐教育文化財団

つなげよう、地球の未来。

第２回「SDGs岩佐賞」は、
11月からエントリー開始！

応募期間 応募方法

「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」の特設ウェブサイトから
応募フォームに記入のうえ送信してください。

■お問い合わせ／「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」事務局　TEL:050-3623-0751（10:00～17:30）　Mail: jimukyoku@sdgs-iwasa-zaidan.com

2022年11月7日　 ～12月6日月 火
特設ウェブサイト https://sdgs-iwasazaidan.com ● 大学生を対象とした奨学金給付活動　　● 高校生を対象とした奨学金給付活動　

● ナチュラル農業体験・環境教育活動　　● 「岩佐賞」授与活動　　● 災害支援活動
財団の主な活動

公益財団法人 
岩佐教育文化財団

岩佐 実次代表理事

医療の部 教育の部 福祉の部

賞金 2,000万円

「新しい公共」と「新しい公共サービス」を
実現するエミプラスラボ合同会社

吉野正則さん個人

中学生の視点から福島の農業復興をめざす
菅野俊幸さん／福島市立吾妻中学校教諭個人

日本語難民児童のための
ことばの無償支援プログラムCOSMOS｠

田中祐輔さん／青山学院大学文学部准教授個人

24時間365日
心臓救急疾患を断らずに
人々と地域を守るチーム榊原

世界の医療団 日本 
保健医療活動

「24時間365日、救急を断らない」という理念を実現するため、榊原記念病
院では、消防司令室や救急隊との連携、集中治療室や一般病床の弾力的運用
等に努めてきました。この地域を守る最後の砦として、今後も努力を続けます。

闘病中の子どもたちのために、医療施設など
で働く犬の育成・導入を推進しています。

福祉団体と連携し、女性医師が、
心身の不調や性暴力被害などの対
応にあたっています。

人工呼吸器を使用している児童
の就学を支える「学校看護師」の
業務を担っています。

統合失調症Vtuberとして、精神
疾患への偏見解消や当事者の交
流に貢献しています。

研究者の役割を果たすべく、被災地の放射
線測定と解析、そして放射線に関する教育活
動を続けています。

養蜂の副産物であるミツロウ(ハチの巣)を
使って、洗って繰り返し使えるミツロウラップ
を開発しました。

北海道岩見沢市を、誰もが豊かに学び暮らせるまち
にすべく、多様なステークホルダーをつなぐハブとなる
会社を設立し、活動中です。

低カリウムコマツナや高糖度トマトなどの研究に生
徒と取り組み、福島の農産物に新たな価値をつけるこ
とを目指しています。

日本語を第二言語とする児童のために、教師・保護
者、児童向けそれぞれに日本語学習の支援プログラム
を提供しています。

難病や長期慢性疾患の患者向けに、就労相談やセ
ミナーなどを実施。制度の狭間で困っている方々を支
援しています。

淡路島産の藍で染めた水引をアレンジしたお守り
「淡藍結」を、障害のある人などと共に作っています。

重度障害者の方がコミュニケーションをとるための
伝達装置を約20年にわたって開発・提供しています。

福島県富岡町のツツジを
地域住民とともに増やすプ
ロジェクトを実行中。復興の
助けになれたらと思ってい
ます。

障害のある子どもが手で第九「歓喜の歌」を奏
でる様子を写真展にしました。ドイツでの開催を
目指しています。

聖マリアンナ医科大学病院は、2023年1月に移転する新病院に、66床の集
中治療室、軽症から重症まで全てに対応できる救命救急センターを実装。あら
ゆる事態に対応できる高度救命救急センターを目指しています。

「適切な医療を受けることは誰もが生まれながらにして持つ権利である」と
の理念のもと、「世界の医療団 日本」は今後も、ラオスの地域医療強化やロヒン
ギャ難民の保健衛生啓発、そして国内での活動を続けていきます。

青森県内外の若年層
を対象に、「ジェンダー
視点を取り入れた防災
教育」を展開していま
す。次世代の災害時に
おける実践的な力量を
形成するとともに、男女
共同参画の意識向上
や、学校と地域住民を
つなぐことにも貢献して
います。

不登校や高校中退、
親の離婚など、様々な
理由で孤立している若
者の学びなおしを支援
する「たまり場」活動を
2011年から実施してい
ます。ここを利用した2
千人ほどの若者の多く
が、就労支援などを通
して自立に向けて巣
立っています。

公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念病院
磯部光章さん

団体

賞金 2,000万円

5Gネットワークを用いて、
災害、パンデミック、重症患者搬送など
未来につながる救急医療の実践を 

たまり場（若者の学び直し・居場所づくり） 

ジェンダー視点を
取り入れた防災教育

国際協力・SDGs普及啓発事業
「ワン・ワールド・フェスティバル 
for Youth」

聖マリアンナ医科大学救急医学
森澤健一郎さん

団体

賞金 500万円

「世界最大級の電子機器の墓場」
でのリサイクル工場建設

ガーナのスラム街には、電子廃棄物を燃やして貴金属を抽出し、生計を立て
ている住民がいます。ここにプラスチックのリサイクル工場を建設することで、
大気汚染や健康被害、そして貧困の課題解決に寄与したいと思っています。

既設の点字ブロックを活用した「コード化点字ブロック」を考案しました。ア
プリをインストールしてスマホのカメラをかざすと、現在地や周辺の情報などを
多言語で音声案内。視覚障害者だけでなく、外国人観光客にも便利です。

マゴクリエーション株式会社
長坂真護さん

団体

賞金 500万円

街の点字ブロック
「もったいない！」プロジェクト

W＆Mシステムズ合同会社
高山裕康さん

団体

賞金 1,000万円

認定NPO法人メドゥサン・デュ・モンド ジャポン（世界の医療団）
ガエル・オスタンさん

団体

賞金 300万円

一般社団法人男女共同参画地域みらいねっと
小山内世喜子さん

団体

賞金 300万円

賞金 200万円

賞金 100万円

賞金 100万円

誰も置き去りにしない社会「障害
平等研修（Disability Equality 
Training:DET）」で増やす。

石川明代さん
／DETファシリテーター、バリアフ
リー社会人サークルcolors代表

個人

賞金 100万円

休眠資源を
活用した
ミツロウラップの
製造販売
個人

賞金 100万円

入国管理局の対応改善を求めて活動し
たり、仮放免者の生活のサポートをしたり
しています。

世界基準の障害教育といわれるDETの
ファシリテーターとして、研修やセミナーを
実施しています。

帰還困難区域を
中心とした
11年間の
放射線測定
個人

賞金 100万円

難民・仮放免者への支援

眞野明美さん

個人

賞金 200万円

就労支援ネットワークONE
中金竜次さん個人

重度障害者の意思伝達手段獲得の支援
松尾光晴さん／アクセスエール株式会社代表取締役 個人

淡藍結
（地域資源を生かした就労弱者とのものづくり）

根岸誠一さん個人

賞金 100万円

賞金 100万円

賞金 100万円

富岡町ツツジ
再生プロジェクト

渡邉優翔さん
／大桑原つつじ園 26代目
当主、東京農業大学学生

個人

田頭真理子さん／写真家個人

賞金 100万円

NPO法人さいたまユースサポートネット
青砥恭さん

団体

賞金 300万円

2014年の立ち上げ以
来、延べ32,000人以上
の高校生たちが、ここ
でSDGsの探究・実践
に取り組んできました。
学校では学ぶ機会の少
ない世界の課題や、そ
の課題に取り組む人と
の出会いは、その後の
進路や活動にも好影響
があるようです。

NPO法人関西NGO協議会
三輪敦子さん

団体 豊岡アートアクション
が目指すのは、単に
人々が演劇を楽しむま
ちではなく、演劇が観
光、教育、福祉など、
様々な分野で「役割を
果たしている」まちをつ
くること。いまは、「認
知症×演劇」の可能性
を探るプログラムの策
定準備中です。

誰もが無料で利用で
きる「民間図書館」を
全国120カ所で開設・
運営してきました。本を
きっかけにあらゆる世
代が集い交流できる
場、自分のペースでボラ
ンティア活動に参加で
きる場として、多様な背
景の方々に喜ばれてい
ます。

　第１回岩佐賞には、数多くのご応募をい

ただきました。今回は受賞できなかった方

も含めて、次回も志ある多くの方からのエ

ントリーを期待しております。今回以上の

賞金を贈れるよう努力する所存です。みな

さんの活動を一過性のもので終わらせ

ず、より一層の広がりに役立ててほしいと

願っています。

　―このすばらしい世の中と、このと

んでもない社会を共に生き抜きましょう。

岩佐実次

地域の方の居場所や
生きがいとなる民間図書館

深さを持った演劇のまちづくり
（認知症演劇的介護及び障害者ダンスワークショップ）

タテナオシ
（空き家を活用した貧困問題の解消） 

賞金 300万円

一般社団法人豊岡アートアクション
中貝宗治さん

団体

賞金 300万円

NPO法人情報ステーション
岡直樹さん

団体

賞金 300万円

貧困問題解決のた
め、空き家を活用した
事業を展開しています。
借りた空き家に、住む
家と仕事を探している
方を受け入れ。経済
的・心理的に安心でき
る時間・空間を確保し
たうえで、就労などの次
の段階の支援を提供し
ていきます。

合同会社Renovate Japan
甲斐隆之さん

団体

環境の部 平和の部

設立以来20年以上
にわたって、その日の
食事や宿泊場所にも
困っている方などをサ
ポートし、生活を立て
直すお手伝いをしてき
ました。今後も「日本の
貧困問題を社会的に解
決する」をミッションに
掲げ、活動を続けてい
きます。

教育を通じて難民の
新しい道を拓くことを
目指し、今年３月からは
ウクライナ人学生及び
その家族を受け入れる
プログラムを実施中。日
本語習得や学位取得に
とどまらず、日本での就
業・定住も視野にいれ
た支援を提供していき
ます。

教育を通じた難民の受け入れ活動
（日本・ウクライナ教育パスウェイズ、シリア・アフガニ
スタン難民のための教育パスウェイズなど）

生活困窮者の相談・支援
紛争・災害の影響を受ける国々における
難民とホスト・コミュニティの自立支援
および日本国内での平和教育の実践

賞金 500万円

認定ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい
大西連さん

団体

賞金 300万円

一般財団法人パスウェイズ・ジャパン
折居徳正さん

団体

賞金 300万円

元子ども兵士や性暴
力被害者、地雷被害者
など、紛争の影響を受
けた人々への支援を、
アフリカやアジア地域
で20年以上にわたって
続けてきました。今年3
月からはハンガリーと
ウクライナにて難民・
避難民支援も実施して
います。

NPO法人テラ・ルネッサンス
小川真吾さん

団体

芸術の部

ダンスや美術、音楽は新たな美を創
造し、多様な価値を社会にもたらすもの
です。障害のあるアーティストを発掘・
育成し、その成果としての作品や公演を
紹介していくこともまた、多様性に満ち
た社会を創っていくことになると考えて
います。

障害のあるアーティストの発掘＆育成事業

「音楽」の宅配便事業及びPRコンサート

賞金 200万円

クリエイティブ・アート実行委員会（事務局ミューズ・カンパニー）
西村陽平さん、伊地知裕子 さん

団体

賞金 200万円

コンサートに出かけるのが難しい難
病患者や医療的ケア児、終末期の方や
そのご家族のために、アーティストが自
宅に出向いて演奏する「『音楽』の宅
配便♪」事業を手がけています。活動
への協力を呼びかけるためのPRコン
サートも年1回開催しています。

ミュージック・オフィス♪DoReMi
小林圭子さん

団体

農業の部

世界の飢餓を生みだす構造の一つが、土地収奪です。私は持続可能
な食料供給のためには、「自然栽培による小さな農業」が大切であると
の考えのもと、自然栽培作物の生産・販売や、自然栽培の意義や農法を
伝えていくことに尽力しています。

世界から飢餓をなくすための
自然栽培農家の取り組み

賞金 200万円

田中陽可さん／自然栽培のイニアビ農園代表個人

特別枠

大規模災害の被災地にいち早く駆けつけ、救助・救命活動を行う「空
飛ぶ捜索医療団」は、その機動力と専門性、ロジスティクス能力を生か
し、へき地医療支援や国際協力にも貢献。今後、「防ぎえた災害死」を
減らすための活動も進めていきます。

空飛ぶ捜索医療団

賞金 1,000万円

NPO法人ピースウィンズ・ジャパン
稲葉基高さん

団体

第１回「SDGs岩佐賞」

受賞者発表！

山下久美さん
／マメムギモリノナカ代表

小豆川勝見さん
／東京大学大学院
総合文化研究科助教 

賞金 100万円

すべての受賞者の活動詳細、受賞コメントは
朝日新聞SDGs ACTION ! で公開中！
https://www.asahi.com/sdgs/brand/iwasasho/

ファシリティドッグ・
プログラム
（こども病院での
動物介在療法の推進） 

認定NPO法人
シャイン・オン・キッズ
キンバリ・フォーサイスさん

団体

困窮する女性を
救済する
フェムシップ
ドクターの活動

一般財団法人
日本女性財団
対馬ルリ子さん

団体
賞金 500万円 賞金 300万円 賞金 200万円 賞金 100万円

医療的ケアや
障害がある
子供達の学校
支援プロジェクト

かえるハピネス
訪問看護ステーション
近藤久美子さん

団体

統合失調症の
情報発信及び
メタバースに
おける当事者
の居場所「もり
のへや」主宰

もりのこどくさん

個人

目の前の課題に真摯に向き合い、SDGs達成に向けて活動している人たちを応援したい─。そんな思いから、公益財団法人岩佐教育文化財団が2022年に創設したのが「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」（SDGs岩佐賞）です。

第1回の応募総数は全1325件。厳正な審査を経て、全8部門の受賞者が決定しました。すべての受賞者の活動詳細と喜びのコメントは、朝日新聞SDGs ACTION!で掲載しています。

来月からは、第2回「SDGs岩佐賞」のエントリーが受け付け開始。岩佐教育文化財団はこれからも、SDGs達成のために地道な努力を重ねるみなさんを応援し続けます。


